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学習評価について

令和４年度

小学校教育課程研究協議会 理科部会

令和４年７月 岐阜県教育委員会

学習評価とは

「児童にどういった力が身に付いたか」
学習の成果を的確に捉える

教師：指導の改善を図る

児童：自らの学習を振り返り次の学習に向かう
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学習評価の充実

単元など内容や時間のまとまりを見通しながら

授業の改善

• 児童の主体的・対話
的で深い学びの充
実に向けた授業改
善を行う

• 評価の場面や方法
を工夫して、学習の
過程や成果を評価
する

評価の改善

学習評価の目的等

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説「総則編」Ｐ９３

児童のよい点や進歩の状況などを積極的に評価
し、学習したことの意義や価値を実感できるよう
にすること。また、各教科等の目標の実現に向け
た学習状況を把握する観点から、単元や題材など
内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面
や方法を工夫して、学習の過程や成果を評価し、
指導の改善や学習意欲の向上を図り、資質・能力
の育成に生かすようにすること。
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児童のよい点や進歩の状況などを積極的に
評価し、学習したことの意義や価値を実感でき
るようにすること。

(１)児童のよい点や進歩の状況などを…【対象】

(２)積極的に…【実施】

(３)学習したことの意義や価値を実感できるようにする…【目的】

学習評価の目的等

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説「総則編」Ｐ９３

（１）【対象】児童のよい点や進歩の状況などを評価

・ 学習の成果 ＋ 学習の過程

・ 教師による評価 ＋ 相互評価 ＋ 自己評価
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・個人内評価も積極的に

図：文部科学省「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」Ｐ６

（2）【実施】積極的に評価する。

（3）【目的】学習したことの意義や価値を実感できるよう

にする

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説「理科編」Ｐ８
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・ 日常生活や社会との関連を重視

・「理科の見方・考え方」を働かせて探究することや、

問題を「科学的に」解決していくことの意義や価値

（3）【目的】学習したことの意義や価値を実感できるよう

にする

各教科等の目標の実現に向けた学習状況を把
握する観点から、単元や題材など内容や時間の
まとまりを見通しながら評価の場面や方法を工
夫して、学習の過程や成果を評価し、指導の改
善や学習意欲の向上を図り、資質・能力の育成
に生かすようにすること。

学習評価の目的等

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説「総則編」Ｐ９３
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「内容のまとまりごとの評価規準」を
作成する際の基本的な手順

学習指導要領に示された教科及び学年の目標を踏まえて、

「評価の観点及びその趣旨」が作成されていることを理解した上で、

① 各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認

する。

②【観点ごとのポイント】を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」

を作成する。

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校理科）Ｐ１５
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＜例＞〔第３学年〕

「A 物質・エネルギー」 （１）物と重さ

「A 物質・エネルギー」 （２）風とゴムの力の働き

「A 物質・エネルギー」 （３）光と音の性質

・・・

→ 各区分の内容の（１）、（２）・・・の各項目を

「内容のまとまり」としている。
「内容のまとまりごとの評価規準(例)」 は巻末資料に掲載

理科の「内容のまとまり」

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校理科）Ｐ２７

理科の「内容のまとまりごとの評価基準」

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校理科）Ｐ３０～３１
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理科の「単元」について

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校理科）Ｐ３６

→ 参考資料では、「内容のまとまり」を「単元」としている。

＜例＞〔第３学年〕

「A 物質・エネルギー」 （１）物と重さ

「A 物質・エネルギー」 （２）風とゴムの力の働き

「A 物質・エネルギー」 （３）光と音の性質

・・・

（１）、（２）・・・の各項目＝内容のまとまり

＝単元
「内容のまとまりごとの評価規準(例)」 は巻末資料に掲載

① 単元の目標を作成する。

② 単元の評価規準を作成する。

③ 「指導と評価の計画」を作成する。

④ 授業を行って、観点別学習状況の評価を行う。

⑤ 観点ごとの総括を行う。

学習評価の進め方

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校理科）Ｐ３７
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＜評価を行う場面や頻度＞

・日々の授業の中では児童の学習状況を把握して指導

に生かすことに重点を置く。

・各観点別に評価を記録に残すことは、原則として

単元の内容や時間のまとまりごとに、それぞれの実現

状況が把握できる段階で行う。

学習評価を行う上でのポイント

観点 ＼ 時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

知識・技能 ● ● ● ○

思考・判断・表現 ● ● ○ ○

主体的に学習に取り組む態度 ● ● ○ ○

●…評価を指導に生かす 基本的に毎時間行う評価。学習状況を適切
に見取って、つまずきの解消を目指す。

○…評価を記録に残す 指導した内容について児童の達成状況を
見取って、全員の記録を残して総括する。

学習評価を行う上でのポイント
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○ねらいの達成に向け
た指導・援助

ねらいの達成が困難であると
判断した児童への指導改善

※
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学習評価を行う上でのポイント
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○ねらいの達成状況の
見取り

発言や記述の内容

ペーパーテスト

行動観察

記録の内容

児童同士の相互評価

ペーパーテスト

「知識・技能」をどう見取るか

自然の事物・現象についての基本的
な知識などを理解しているか

自然の事物・現象についての観察、
実験において、器具や機器などを正
しく扱いながら調べているか

観察、実験などの過程や得られた結
果を分かりやすく記録しているか

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校理科）Ｐ４９～７５
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働きかけた対象の差異点や共通点
を基に、問題を見いだしているか

「思考・判断・表現」をどう見取るか

発言や記述の内容

ペーパーテスト

予想や仮説の内容と観察、実験など
の結果を照らし合わせているか

観察、実験などの結果を基に、事実
（条件と結果）と解釈（結果から考え
られること）を分けて、自分の考えを
説明しているか

実験中の様子や考察
の際の行動観察

発言や記述の内容

ペーパーテスト

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校理科）Ｐ４９～７５

「主体的に学習に取り組む態度」を
どう見取るか

学習したことを、他の学習や生活につなげ
ようとしているか

発言や記述の
内容

行動観察

自然の事物・現象に進んで関わろうとして
いるか

自然の事物・現象についての問題を、粘り
強く解決しようとしているか

他者と関わる中で、自分の考えを見直そう
としながら問題解決しようとしているか

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校理科）Ｐ４９～７５
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① 知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等

を身に付けたりすることに向けた

粘り強い取組を行おうとする側面

② ①の粘り強い取組を行う中で、

自らの学習を調整しようとする側面

「主体的に学習に取り組む態度」
評価の留意点

「試行錯誤した学習の状況を振り返る場面」を設定する

「主体的に学習に取り組む態度」
評価の留意点

「①粘り強い取組を行おうとする側面」と、

「②自らの学習を調整しようとする側面」を評価できる

課題を設定し、客観的に評価することができるように、

ワークシート等に振り返りの視点を明示する。
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１「どのような知識及び技能を活用したか」

（この時間の活動について、課題を説明するために

あなたが手がかりにしたことや意識したことなど）

２「誰とどのような対話をしたか」

・自分の考え ・班で話し合った後の考え

３「何に気付いたか」

（課題を設定し解決する学習を行い、大切だと感じた

ことや学習を進めるうえで気付いたポイントなど）

振り返りの視点を入れたワークシートの例

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（中学校理科）Ｐ６４

・学期末や学年末などの事後での評価に終始してしまうことが多く 、

評価の結果が児童の具体的な学習改善につながっていない。

・「主体的に学習に取り組む態度」について、挙手の回数や 毎時間

ノートをとっているかなど、性格や行動面の傾向が一時的に表出

された場面を捉える評価であるような誤解が払拭しきれていない。

・教師によって評価の方針が異なり、学習改善につなげにくい。

・教師が評価のための「記録」に労力を割かれて、指導に注力でき

ない。

・相当な労力をかけて記述した指導要録が、次の学年や学校段階

において十分に活用されていない。

学習評価について指摘されている課題
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①授業中に私語が多い、ふざけている、寝ている児童を減点する。

②ノート等で字がきたなく読みにくかったので、減点する。

③挙手や発言の回数で加点する。

④グループの発表者になった回数で加点する。

⑤色ペンや写真を多用した、きれいなノートに加点する。

⑥文字数（文章量）が多いノートに加点する。

⑦教科書など忘れ物をした児童を減点する。

⑧自主学習（家庭学習）を何回も取り組んだ児童に加点する。

⑨提出物の提出期限を守らない児童を減点する。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価？

（１）評価規準や評価方法等について、事前に教師同士で検討

するなどして明確にすること

（２）評価に関する実践事例を蓄積し共有していくこと

（３）評価結果についての検討を通じて評価に係る教師の

力量の向上を図ること

（４）学校が保護者に、評価に関する仕組みについて事前に

説明したり、評価結果についてより丁寧に説明したりする

こと

組織的かつ計画的な取組を推進

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説「総則編」Ｐ９４
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学習評価について

令和４年度

小学校教育課程研究協議会 理科部会

令和４年７月 岐阜県教育委員会

後半は、地区別協議会です。
岐阜地区以外の先生方：
当会議室から退室 → 自地区の会議室へ入室

岐阜地区の先生方：
退室せず、そのままにしておく

 

 アプリで接続 ブラウザで接続 

西濃 918 242 330 https://gon.webex.com/meet/gec-02 

美濃・可茂 166 318 2360 https://gon.webex.com/meet/gec-03 

東濃 166 960 3825 https://gon.webex.com/meet/gec-04 

飛騨 919 406 726 https://gon.webex.com/meet/gec-05 


